
「アンニ ョンハセ ヨ～ !」

韓 回 一 人 旅
～2週間で 7都市へ～

10月 27日 (水)14時15分、

福岡から釜山へ、フェリーで出発 !



654321７
　
２
日
目
　
理
想
の
よ
う
か
い人

８
　
あ
こ
が
れ
の
屋
根
付
き
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
　
‥
‥

８

９
　
西
面

（ソ
ミ
ョ
ン
）
に
、

『
お
日
の
恋
人
』
発
見
‥
９

１
０
　
金
剛
公
園
を
甘
く
見
る
な
！
　
‥
‥
‥
‥
‥

１
０

１
１
　
北
九
州
の
前
田
さ
ん
　
‥
‥
‥
‥
‥

１
２

１
２
　
３
日
目
　
梵
魚
寺

（ボ
モ
サ
）
で
祈
る
人
　
‥
‥

１
３

１
３
　
姑
堂
峰

（
コ
ボ
ン
タ
ン
）
に
登
ろ
う
　
‥
‥
‥

１
４

１
４
　
高
速
バ
ス
は

『慶
州
』

へ
走
る
　

‥
‥
‥

１
７

１
５
　
天
馬
が
塚
の
金
冠

　

‥
‥
‥
‥
‥

１
８

１
６
　
慶
州
の
お
粥
は
旨
く
て
、
賑
や
か
　

‥
‥
‥

１
８

１
７
　
慶
州

（キ
ョ
ン
ジ

ユ
）
の
銭
湯

　

‥
‥
‥

１
９

１
８
　
４
日
目
　
鶏
林

（ケ
リ
ム
）
は
心
の
故
郷
　
‥
‥

２
０

１
９
　
韓
国
は
文
化
的
先
輩

　

‥
‥
‥
‥
‥

２
２

２
０
　
仏
の
国
を
と
建
て
た
寺
　
『佛
國
寺
』
　

‥

２
２

２
１
　
大
部
の
宿
が
見
当
た
ら
な
い
　
‥
‥
‥
‥
‥

２
４

「韓
国
一
人
旅
」
～
２
週
間
で
７
都
市

へ
～

目
　
　
次

日
本
の
未
来
が
見
え
な
い
　
‥
‥
‥
‥
‥

２

準
備
と
い
え
ば

　

‥
‥
‥
‥
‥

３

前
日
　
宿
と
フ
エ
リ
ー
の
予
約

　

‥
‥
‥
‥
‥

４

１
日
目
　
さ
、
行
こ
う
‥
‥
‥
‥
‥
‥
４

迷
え
る
日
本
人

　

‥
‥
‥
‥
‥

５

ビ
ビ
ン
パ
食
べ
た

　

‥
‥
‥
‥
‥

６

２
２
　
５
日
目
　
無
情
な
バ
ス
の
オ
マ
ケ

　

ー
‥

２
６

２
３
　
海
印
寺

（
ヘ
イ
ン
サ
）
で
の
忘
れ
モ
ノ
　

‥

２
８

２
４
　
大
邸
の
夜
の
靴
修
理

　

‥
‥
‥
‥

３
１

２
５
　
Ｐ
Ｉ
Ａ
結
婚
問
題
も
解
決

　

‥
‥
‥
‥

３
２

２
６
　
６
日
目
　

，
）れ
も
異
国
体
験
だ
ろ
う
ね

　

‥

３
３

２
７
　
人
の
世
の
上
吹
く
風

『観
徳
亭
殉
教
記
念
館
』
‥
３
４

２
８
　
韓
国
の
新
幹
線

『
Ｋ
Ｔ
Ｘ
』
に
乗
る
　
‥
‥

３
５

２
９
　
良
く
育
て
よ
の
親
心

『大
田
教
育
博
物
館
』
‥
‥
３
６

３
０
　
雨
の
夜
に
道
探
す
な
　
‥
‥
‥
‥
‥

３
８

３
１
　
７
日
目
　
将
の
愛
人
は
駐
車
無
料
？
　

‥
‥

４
０

３
２
　
園
児
も
見
学
　
『国
立
科
学
博
物
館
』
　

‥

４
１

３
３
　
セ
マ
ウ
ル
号
で
天
安

（チ
ョ
ナ
ン
）
へ　
　
‥

４
２

３
４
　
石
の
ム
グ
ン
フ
ア

『独
立
記
念
館
』
　

‥

４
３

３
５
　
天
安

（チ
ョ
ナ
ン
）
の
熱
い
釜
サ
ウ
ナ

　

‥

４
５

３
６
　
８
日
目
　
デ
カ
プ
リ
オ
と
ペ
コ
バ
ラ
　

‥
‥

４
６

３
７
　
鈍
感
さ
を
恥
じ
る
　

‥
‥
‥
‥
‥

４
７

３
８
　
命
の
次
の
次
に
大
事
　
‥
‥
‥
‥
‥

４
９

３
９
　

，
んヽ
な
法
則
は
あ
る
か
　

‥
‥
‥
‥
‥

５
１

４
０
　
９
日
目
　
一華
城

（フ
ア
ソ
ン
）
を
廻
る

　

‥

５
２

４
１
　
走
馬
観
山

　

‥
―
‥
‥
‥

５
３

４
２
　
フ
ロ
で
洗
濯

　

‥
‥
‥
‥
‥

５
５

４
３
　
Ｓ
チ
ヤ
ン
ネ
ル
で
本
番

　

‥
‥
‥
‥

５
７

４
４
　
１
０
日
目
　
さ
す
が
ソ
ウ
ル
だ

　

‥
‥
‥

５
７

４
５
　
仁
寺
洞

（イ
ン
サ
ド
ン
）
歩
い
た

　

‥
‥
‥

５
９

４
６
　
雨
の
夜
の
ラ
ー
ミ
ョ
ウ
ン
　

‥
‥
‥
‥

６
０
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４
７
　
１
１
日
目
　

，ヽ
れ
か
ら
チ
エ
コ
ヘ　
　
‥
‥
‥

６
１

４
８
　
昔
な
ら
小
雪
気

『景
福
工冨

（キ
ョ
ン
ボ
ツ
ク
ン
）
』

‥

‥

‥

‥

６

１

遥
～
か
の
上
Ｒ

［二
十
校
で
は
百
済

（く
だ
ら
）
か
ら
渡
来
し
た

王
仁

（わ
に
）
が
漢
字
を
日
本
に
伝
え
た
と
習
っ
た
が
、
な
ぜ
漢

字
を
止
め
た
ん
だ
ろ
う
？

そ
れ
に
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
や
日
韓
併
合
の
加
害
国
民
と
し
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
死
ね
ん
気
持
で
、
私
、
男
○
十
三
歳
、
遅
ま
き
な

が
ら
韓
国
に

一
人
行
っ
て
き
た
。
○
は
後
ほ
ど
文
中
で
…
。

ま
た
別
な
理
由
づ
け

‥

①
今

（当
時
、
２
０
０
４
年
）
の
日
本
は
ど
う
な
っ
て
ん
だ
？

ネら局め`3

メ/~

オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
練
炭
自
殺
、
幼
児
殺
し
に
闇
ワ
イ
ロ
、
年
金
不

安
に
財
政
の
大
赤
字
、
・ヽ
れ
じ
や
未
来
が
見
え
な
い
で
は
な
い
か
。

ち
よ
つ
く
ら
対
岸
か
ら
日
本
を
眺
め
て
み
よ
う
。

４
９
　
男
な
ら
唐
辛
子

『国
立
民
族
博
物
館
』

５
０
　
ト
ト
食
堂

　

‥
‥
‥
‥
‥

６
４

５
１
　
１
２
日
目
　
一呈
乳
の
種
類

５
２
　
李
侮

（し
ゆ
ん
）
の
無
念

５
３
　
一
瞬
の
妊
青
年

６

８

６

９

５
４
　
人
生
５
０
年
　
　
‥
‥
‥
‥
‥

５
５
　
１
３
日
ロ
　
リ
ン
ゴ
よ
ご
め
ん

５
６
　
い
い
話
だ
な
あ

　

‥
‥
‥
‥
‥

７
１

５
７
　
未
来
は
見
え
た
か

　

‥
‥
‥
‥
‥

７
３

５
８
　
短
歌
再
掲
　
‥
‥
‥
７
４

「中
国

一
人
旅
」
そ
の
１
　

‥
　

７
７

一山
束
省

・
南
京
な
ど
）
編

「中
国

一
人
旅
」
そ
の
２
　

‥
‥

１
６
３

〈東
北
部

・
北
京
な
ど
〉
編

１

日
本
の
未
来
が
見
え
な
い

韓
国
は

一
人
で
行
く
に
は
近
く
て
遠
い
国
だ
。
第

一
、
あ
の
○

や
口
、
フ
や
卜
を
組
み
合
わ
せ
た
文
字
が
、
近
づ
き
ガ
タ
イ
。

‥

‥

６

４

６

６

|   !後存
ノノ

。た
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ッウル%‐
`'°
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（望
斤
で
に
じ
や
な
い
が
、
迷
惑
を
掛
け
た
国
に
、
謝
つ
て
も
来

よ
・２③

憧
れ
の
、
単
独
海
外
旅
行
の
実
力
を
つ
け
た
い
。

ま
、
快
い
緊
張
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
、
心
を
開
放
し
て
、
柔
軟
に

見
る
目
を
持
つ
た
め
、
か
な
。

④
定
年
後
の
生
き
方
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
つ
く
る
。

こ
ん
な
目
標
を
持
っ
て
、
一
戸
工
削
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座
で
、

ハ
ン
グ
ル

（中
国
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
―
も
）
を
聞
い

て
勉
強
し
た
。

途
中
で
、
止
め
た
り
も

し
た
が
、
ま
、
旅
行
会
話

集
を
持
っ
て
行
け
ば
、
何

と
か
な
る
と
思
つ
て
行
つ

た
ん
だ
が
―
。

ナ
ン
ト
カ
な
つ
た
！

２
　
準
備
と
い
え
ば

人
月
の
半
ば
か
ら
、
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
社
の
海
外
旅

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

「地
球

を
歩
く

『韓
国
』
」
を
見
て
、
小
ノ
ー
ト
に
①
見
学
地
、
②
交
通

手
段
、
③
宿
の
予
定
表
を
作
成
し
た
。

ま
た
、　
ハ
ン
グ
ル
で
①
電
話
で
の
宿
の
予
約
と
、
バ
ス
や
電
車

の
利
用
に
必
要
な
会
話
を
作
文
し
て
、
ノ
ー
ト
に
少
し
準
備
し
た
。

旅
行
日
程
は
約
２
週
間
と
し
、
帰
り
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
、

フ
エ
リ
ー
往
復
に
し
た
。
時
期
は
紅
葉
を
楽
し
め
て
天
気
も
比
較

的
安
定
な
、
十
月
下
旬
～
十

一
月
上
旬
を
設
定
し
た
。

ま
た
今
後
の
便
利
も
考
え
て
、
海
外
対
応
の
携
苗
電
話
機
を
購

入
し
た
。

宿
は
ガ
イ
ド
ブ
ツ
ク
に
地
図
付
で
載
っ
て
い
る
の
で
、
前
日
午

前
中
に
電
話
し
て
、
予
約
を
取
つ
た
。

ホ
テ
ル
と
名
が
付
け
ば
高
い
が
、
ヨ
グ
ア
ン

（旅
館
）
や
モ
ー

テ
ル
な
ら
２
万
５
千

ｗ
（
ｗ
は
韓
国
の
お
金
ウ
オ
ン
、
以
下
同
じ
）

位
で
あ
り
、
そ
れ
で
通
す
こ
と
に
し
た
。
２
万
５
千

ｗ
は
日
本
円

で
約
２
千
５
百
円
だ
っ
た
。　
ｗ
の
約
１
０
分
の
１
が
円
だ
。

旅
行
か
ば
ん
は
、
伸
縮
す
る
持
ち
手
と
底
部
に
車
付
き
で
、
愛

称
ゴ
ロ
ゴ
ロ
、
ゴ
ロ
ち
や
ん
。
そ
れ
に
小
リ
ュ
ッ
ク
サ
ツ
ク
。

身
な
り
の
上
下
は
、
写
真
で
見
て
頂
く
と
し
て
、
結
構
汗
も
か

い
た
の
で
、
上
着
の
シ
ャ
ツ
は
三
枚
欲
し
か
っ
た
。

下
着
は
ほ
ぼ
毎
晩
洗
濯
し
た
。
そ
し
て
帽
子
２
種
類
、
衣
文
掛

け
２
個
ヽ
折
畳
み
傘
に
う
ち
わ
、
磁
石
に
ル
ー
ペ
、
薬
類
ヽ
当
面

の
飲
み
物
、
懐
虫
電
灯
、
携
帯
の
充
電
器
、
上
履
き
ス
リ
ッ
パ
、

カ
メ
ラ
に
双
眼
鏡
、
及
び
洗
面
是

３
　
前
日

宿
と
フ
エ
リ
ー
の
予
約

十
月
二
十
六
日
（火
γ
工
訓
、
　

明
日
の
釜
山
の
宿
を
予
約
。
電

話
は
、
０
１
０
‐
８
２
に
０
を
除
い
た
相
手
先
番
号
で
通
じ
る
。

相
手
が

「ヨ
ボ
セ
ヨ

〈も
し
も
し
）
？
」
と
出
る
か
ら
、
先
ず
、

「日
本
語
Ｏ
Ｋ
？
」
と
聞
き
、
だ
め
な
ら
、
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こ
う
言
う
間
に
も
足
は
進
み
、

「
常利
大
本
山
・
金
井
山
梵

魚
寺
』
の
曹
渓
門
前
で
カ
メ
ラ
に
納
ま
っ
て
い
た
。

こ
の
古
刹
も
新

羅
時
代
の
創
建
を
、

や
は
り
秀
吉
軍
の

役
で
焼
失
し
、
１

７
１
７
年
に
再
建

さ
れ
た
も
の
と
の

事
。
真
に
悪
い
先

祖
で
申
し
訳
な
い
。

入
っ
た
宝
廷
の

右
に
昆
虚
殿
が
あ

り
、
中
央
に
御
本

尊
、
左
右
に
は
弟

子
た
ち
の
像
が
並

ん
で
い
る
。
ま
た
、

後
ろ
の
壁
に
は
同

じ
本
尊
と
浄
上
の

世
界
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
仏
た
ち
の
前
で
、
懸
命
に
伏
し
て
は
立
ち
、

ま
た
伏
し
て
は
拝
む
女
性
が

一
人

・
二
人
い
る
。

庭
正
面
の
一
段
上
が
つ
た
右
の

『観
音
殿
』
の
前
に
は
テ
ン
ト

が
張
ら
れ
、
殿
中
と
唱
和
し
な
が
ら
４
～
５
０
名
の
女
性
が

「ボ

ウ
カ
イ
サ
ン
ゼ
ン
、
ボ
ウ
カ
イ
サ
ン
ゼ
ン
、
」
と
繰
り
返
し
、
読

経
を
続
け
て
い
る
。

中
央
の
『大
雄
殿
』
左
右
の
柱
に
は
［本
来
非
自
白
〓
無
短
亦
無

量

と
あ
り
、
同
じ
く

「ム
リ
ウ
リ
ソ
ウ
カ
、
ム
リ
ウ
リ
ソ
ウ
カ
‥

‥
」
と
大
勢
の
声
が
す
る
。

左
隣
の
『地
蔵
殿
』
に
も
菩
薩
た
ち
と
、
足
元
の
［地
蔵
菩
薩
本

願
経
］
を
捲
り
な
が
ら
、

「ジ
ー
サ
ン
ブ
ー
サ
ン
」
と
、
平
伏
読
経

し
て
い
る
信
徒
た
ち
の
姿
が
あ
る
。

こ
の
静
か
な
山
中
に
、
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
、
何
か
を
祈
る
人
々

の
居
る
こ
と
を
真
に
心
に
留
め
て
、
寺
を
左
裏

へ
出
た
。

【山
中
の
ポ
モ
サ
の
秋
に
何
祈
る

平
和
の
御
世
に
生
き
し
幸
せ
】

１
３
　
姑
堂
峰

（
コ
ダ
ン
ポ
ン
）
に
登
ろ
う

梵
魚
寺
は
昨
日
の
金
井
山
城
の
北
門
へ
の
登
山
口
で
も
あ
つ
た
。

寺
を
出
た
左
下
の
道
か
ら
は
、
三
々
五
々
身
軽
な
、
あ
る
い
は

リ
ュ
ツ
ク
を
背
に
若
者
た
ち
が
上
っ
て
来
る
。

十
時
二
十
分
、
私
も
そ
の
心
積
も
り
で
は
無
か
っ
た
［北
門
ま
で

１
、
４
ｂ
］
の
道
を
、
案
内
標
識
と
若
者
の
今
日
を
楽
し
む
雰
囲
気

に
誘
わ
れ
て
、
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
気
持
に
な
っ
た

の
は
、
も
う

一
つ
。
渓
流
沿
い
に
花
同
岩
で
組
ま
れ
た
よ
う
な
、

足
元
の
自
然
の
石
段
の
登
山
道
と
周
り
の
う
れ
し
い
雑
木
林
、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
自
然
の
し
く
み
を
や
さ
し
く
解
説
し
て
あ
る
ガ
イ

ド
板
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。

腰
の
高
さ
で
、
子
供
と
見
下
ろ
す
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
ガ
イ
ド

板
に
は
、
き
れ
い
な
写
真
刷
り
で
［渓
流
の
生
き
物
、
ヤ
マ
メ
・
サ

ン
シ
ヨ
ウ
ウ
オ

・
カ
ゲ
ロ
ウ

・
ザ
リ
ガ
ニ
］
と
か
、
［か
え
で
の
葉
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